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6月18日から6月お目の間､インドのデリー･パブリック･スケール3枚(アールケープラム枚J Fクワルカ枚､マ･Lクーヲ.ロード枚)から鹿計で高放生1 0名､賢3名を招蒋し､｢日本型ITイノペ-シmン体験‥日本�/ｩgｵｦィﾅ枚ｵｬ茸点ｵｩついて｣ｵｦ成して､プログラムを実施しました｡
このプログラムはー生徒達が棟々な施殻見

学を通じて'日本��/ｩg､そして日本�科学技術に･ついて���暇g.て烏隠x{殴hwｧ3揶ｹ大ｩ�荿q理g)ﾈ兜牌ぢ実施┘皷Gﾄ日本�/ｩgｵlT｡�餓寂tJ.IXﾄ衛暇k謖gｻしｂﾌZh5Jんでいくものです｡

日本文化については､東京の江戸東京博物
盛や京都の任競的な施折,F

参加したインドの南牧生や故貝柱､プログ

ラム全般を通して､貴径には､本プログラムのテーマであ�ｴﾘ

逢}ズ�"�ﾎ�ﾍ"ｬぬぞ�ｵばμBﾅぐ�ﾀ�はﾂﾋた�渡航直後は､E本についての知粒やイメージがそもそもなく､本プログラムのテーマである｢巳卒文化とI本ﾛとI緬はﾂG｡�*ﾚ@本プロ�ｭ､–{‚É‚Â8��¸声も聞かれ｣それぞれが自分なりにテーマに




